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いわゆる異常堆積にっいて

まえがき

表層地すべり型の異常堆積

スランプ構造

流状シルト岩と含礫泥岩

表層地すべり型のもう一つの例

深層地すべり型の異常堆積

(付)層間縄曲型σ)構造

異常堆積層はなにを物語るか

地層はふつうの場合厚さはちがうが岩質の一様な単

層が畳を重ねたようにほぼ水平に堆積するものと

いうのが常識であるが野外で実際の露頭を観察してみ

るとところどころ岩質も一様でなく内部構造もみ

だれた地層にぶつかることがある.地質家はこれら

のいわば“異様な地層"に対して“層間異常"だとか

“異常堆積"だとかあるいは“乱堆積"たどと名付

けて“正常な"地層と区別してきた.

ところがこのような堆積現象は決して例外的なも

のではなくある種の堆積様式を示すところ(堆積盆地)

にはむしろあリふれたものでさえあることがだんだ

んわかってきた.またそれらの成因についてもこれ

までは個々の異常についてあれこれと解釈されてはいた

がほかの露頭では亦用のきかないような場合もあった.

しかしここ10数年の間にこれらの“異常な"地層が

堆積学の面で重要なばかリでたく地史学や層位学の問

題を解く大切な鍵にたるものであることがわかってき

た.今まではとかく敬遠されるか物好きな人の興味

の対象でしかなかったものが一般の地質家にとっても

三裂軍･垣見俊弘

ていちように扱われねぱたらないことが認められるよ

うになったわけである.

ところで一体どこまでが“正常な"地層でどこか

らを“異常な"地層というのかという質問をされると

実に弱ってしまう.実際のところこれから述べる

異常といい正常といってもあくまで相対的な用語に

すぎないここではいわゆる“異常堆積層"のうち

地層の堆積過程でできたものだけに限ってとり扱い堆

積後何らかの作用で変形したものおよびその疑いの

あるものは比較のための1～2例に止めて別稿にゆず

ることにする.堆積の過程でできた異常堆積層は“表

層地すべり型"と“深層地すべり型"の2つに大別され

る前者は海底の堆積面の表面での“地すべり"でで

きたものであり後者はある程度の厚さの単層群カミ

海底の堆積面からある深さのところを境にしていっし

ょに上ったものとしておこう.

第13図三浦半島城乍鳥σ)凝灰岩のスランプ構造(呼噺挫)

〔左上に■白くみえる1ハはポｰルペニ〕(水野技官撮影)

表層地すべり型の異常堆積

スランプ構造:第13図や第14図のように単層の内

部(ラミナ庄ど)カミ流動したことを示してクシャクシ

ャに雛カミ寄っている構造はスランプ構造(s1upiηgstr･

Cture)といわれて異常堆積構造のなかでもよくお

目にかかる現象である.よく見ると乱れたラミナが

上の地層によって頭を削られていることがおわかりで

あろう.つまり単層が海底の表面ですベリを起こし

その後から上の地層カミたまったことを示しているわけで

第14図岩手県夏油川河岸の軽石質砂岩のスランプ構造上の地層は砂

質シルト岩(東大山下界博士撮影�
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ある.なだれぽ花と乏ると昨晩降った新雪が前か

ら積っていた雪との境ですべる表層な流れのようなもの

と思ってよレ＼(いっぽう岡じラミナの乱れでも

第19図の上部や3頁の第竈一搬図のように上の地層終

切られていたい場合はある程度単層の上に堆積物がた

まった後で上の地層の重さなどによって物質が移動

したことを示して為り虎かけは似ていてもで書方の

ちがうものである)山

流状シルト港と翁礫泥堵:表層地すべり型を示

す典型的な一例として流状シルト岩(航榊雛蝋飾鵬)

をともなうものを調べてみよう｡第で臓は房総半島

の権ケ瀬層(鮮新一更新世)のある層準にみられる大

規模た流状シルト岩のスケッチである.この場所の流

状シルト岩はおもに微粒の砂と割合いに粒のあらい

シルトからなっていてこれが1～3mmくらいの細か

いラミナ状(剃6図)を示している(ラミナ状といった

のはふつうのラミナ(22頁参照)と比べるとよく続

く割に粒が揃っておらず交叉ラミナもないからであ

る)･まれにほ小さな礫介の化石炭化した木の破片

なども含まれている.細粒の砂の薄いはさみ(2-5

Cm)をもっているものもある.これカミあるところで

はクニャクニャとまたある所ではユッタリと曲ってい

るがいずれの場合にも地層内部のズレ(固結断層)

はみられ恋かった.

ここでは流状シルト岩は

かならず含燦泥岩の上位にが

さ狂って五つの単層をつく

っていることがわかる､ご

の一組を圭;流状層帥といって

おこう.

含礫泥岩(p曲晦㎜ω銚ひ

ne)はここではふつう数

Cm以下の固くなりたチャｰ

トの礫とそれをうずめる

蔓晒

第17図

層を合洲麺鰯蒙埴渕劉(期…常数寧は

下からか登爽淀流状騰の擦磐を添す

Xmの上1ζももう王赦滅状鰯か療養圃一…轟,三,

下部の上端と､と部の下鱗剛醐かく1凄鰯紬繊

約2･4m鰯鍵泌奉賛

圃多轟1蝪蛾

x靱

1頁醐夕j

蟻

滋

鰯瓢縦孤

国難繍顯

ム

豚繊シルト篶囲榊い'li･え州

1……≡≡:I含傍≡シルト珊

團ヨ機お

鰍鰯房総半島小櫃川河岸高水でみられる流状シルト岩と合礫泥岩

第16図房総半島小櫃川河岸高水にみられる合礫泥岩と流状シルト岩

(上にのる地層は上位の合礫泥岩)
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①椀状幻け糊麦舎礫泥婚から粗粒物登と巾恕も逗)とほ1菱同ζ組蔵を添す

②級化砂端は基底部が淘汰がわるく頂上部は淘汰がよい

⑧無級化砂岩では基底部も頂上部も淘汰ほほとんどかわらない�
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秒シルト粘土の混然と放った堆積物で浅い海に棲

む介殻がバラバラに砕かれたり磨滅した状態で散ら

ばっていることが多い.よくみると基底の近くでは

礫の大きさによってボンヤリと級化(前節参照)のみ

られることもある.比較的上部にはシルト岩の偽礫

がみられるものもある.

流状層のなかでは一般には流状シルト岩が含礫泥

岩の上位にあるが乱れた場合には上下があべこべに

なったりときには流状シルト岩がちぎれて丸い形や

オタマジャクシのような形をして含礫泥岩の中に一

種の偽礫(s1umpba11)としてとりこまれていたりする,

含礫泥岩と流状シルト岩の境は遠くからみる&か溶り

ノ､ヅキリしている沸境界繭のようなものはみあたらな

い.流状層と憾かの地層との関係は欝奄欄絡示し

たようで級化の強い砂岩1あ襲ゆ級化のみられ扱い砂

岩･シルト岩の互層(前節に課しく説明されている砂

泥互層の一種)と密擦ぽ組合っている｡これらの岩肴

の特徴は第鴻鰯でおわかりであるう｡流状層はその

下の互薦譲たは流状層をけずりまた上位の砂岩または

流状層にけずられている｡

流状層のなかの有孔虫を調べてみると含礫泥岩および

流状シルト砦には陸棚のような清い海底に棲む種類が

非常に多くこの点前節の級化し花砂層のものと共通し

ているがそれとのちがい1‡流状層にはさらに陸棚斜

面のような深いところの種類カミ混っていることである.

雛0図和歌山県南端古第三紀年層麟の合礫泥岩にとりかこまれた流状

汐レト岩の偽礫(slumpball)(白い礫はテヤｰト黒い礫は粘板岩)

(沃野技官撮影)

さてこれらのことからこの地域の流状層のでき方

を考えてみよう.まず含礫泥岩の性質からこの地

層はもともとは海岸近くの介や有孔虫カミ棲んでいる浅

い海に礫･砂･シノレトなどにわかれて沈積していたも

のであったことがわかる.次いで何らかのショックに

よってこれらが海底をそうとうの速さですべり下り堆

積面の表層部をまきこみなカミら混然一体と怒ってシ

ルトのたまっていたかなり深い海に含礫泥岩として再

堆積した.流状シルト岩カミどうしてできたかはまだ

はっきり断定できないがおそらくこの時に一たん本

第i9図房総半島養老川にみられる堆穣繕造下部に破壊蜜飢怒禽繰瀦

岩と流状シルト岩がみられる

第21図大分県大野川葱地の白亜紀層(大野川層鮮)の含礫泥岩にとり

かこまれた涜状シルト岩の偽層白い礫は珪岩(寺岡技官撮影)�
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中にまい上っていた比較的細かい粒子がややゆっく

りと流れながら海底をはしった含礫泥岩の上に降り積

ったものではなかろうか?ところで一たん再堆積し

た“流状層"はこんどは内部構造を完全にはこわさ

削'程度にゆっくりと安定な場所に向ってすべってい

ったものと思われる.まれには流状層として固まり

かけた地層カミもう一度こわされて他の地層中にとりこ

まれているものもある(第19図).

沈着→移動→再堆積→定着という“流状層"のでき方

カミ前の節で詳しく述べられた級化砂岩層のでき方と

同じ｡過程をたどっていることを読者はお気付きであろ

う.この意味では両者に大きな違いは恋いといって

もよい.両者のみかけ上の違いにみられるように含礫

捉岩流状シルト岩は泥質物が多いことから主とし

て“流状層"に大量の泥質物淋供給され一もともとあ

第22図

房総半島上総湊北

方海岸の異常堆積

層(第四紀層)

左は崖の全景(高

さ約10m)下部約

3mのところが異

常堆積層中部は

偽礫を含む礫岩→

粗粒砂岩上部は

砂岩シルト岩の互

層

宥は接近してみた

ととろ(中央の大

き柾偽礫の上下の

幅は約1.1m)

第23図シルト岩や砂岩の偽礫のまわりに礫がくいこんで境界がぼやけ

ている

㌧
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勲4図

H深層地すぺ夢鯉"の水平

断面鰯(藤閏1三郷蟹荻)

1新殿ますぺて鰯鯖繊鰻

湊地はシルト砦嬢機入夢

蝉傲凄火鈴懸抽ぷぴ砂綴

(千繋娯頚陽郡沫煽隷ふ慈

もと駅繭棚⑪㈱の河魔�
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った泥と下位層からとリこまれた泥を含めて今その

混入度合が移動形式の違いや不良翻汰の原閨沈着後グ)

変形程度の違いを生じているのであるう､

流状シノレト岩と含礫泥岩の組合わせは時代や場所が

ちがってもかなリ普遍的に兇られる畠第2脳および

第21図はその例であって含磯泥岩ヴ派かの偽礫(スラ

ンプボｰル)がよく観察される剖

表層地すベリ型のも脅{僚顯例;表層地すベリ

型のなかでも流状でか'外観を示す異常堆積層がある

のでその1例を紹介しておこう､

第22-A･遍図は房総半島の上総湊の北の海樟でみ

られる第四紀層の礫岩の露頭である｡この襟岩の礫

には2つのグノレｰプがみられる至っはきわめて硬い

チャｰトや粘板岩や火山岩からなリ大きさは最大10

Cm多くは5C㎜以下で現在の海岸の礫のように完全

に丸く扱っている｡もうレ刃)グル…プは養凄ざ漢

の形をしたきわめて軟かいシルト岩や砂質シルト砦

まれには砂岩などから扱る偽礫で巨大なものは凄搬以

上もあり婁ト蹴鰍の径をもつものが多い,礫や偽

礫の間は砂や粘土の蜜じりたきたない泥ぽよりて壊

海底地すぺ1〕製

約翼常雌繍鰯亭)

五臓

められている.礫の間にはおびただしい量の介殻が

みられるがそれらは一般に殻が厚く破片と扱ったり

角がすり減っ花りしたものが多い他種類も現在の海

津に打ち上げられているもの淋大部分である｡いっぽ

う偽礫の溶がぼ入っているのは数は少匁い淡介殻が

薄くほぼ完全な形をして出てくる吉しかし棲んでい

る場所はそう深いとはいえ扱いようである田

おもしろいことに偽礫のなかにはまわりの礫岩と

の境がばっきりせずよくみると婁わりから硬い礫や

ときぽは介殻凄でが偽礫の申に喰いこんでいるものも

おる(繁鯛鰯)｡漢だ雑然と塞ぎり合一っているようで

もそのなかにうすい砂質シルトのはさみがひもの

ようにグ其ヤグユヤ繭って続いているのもみられた拮

このように観察してみるとこの礫岩層もばじめほ

やはり海岸近くに別々に堆積していた礫･砂･シルト'

などが海底地すべりによってゆっくりと流れ出しま

ざり合って再堆積したものであることがわかる.そし

てあ妄り長い距離を動かないうちに止ってしまったの

であるう.

漂麗地すべり型の異常堆積

房総半島の新第三系の地層の恋かである露頭では

全体が摺凸状の変形をしているがその上位や下位に位

置する露頭では全く変形していないというものに出会

うことがあるこの変形帯を鍵層などを利用して追跡

してみるとこの変形帯が一定の層準だけに限られてい

ることがわかる.そして一般にこのような変形帯の

娼模は数10mの厚さにおよぶものがあり一見普通の

�
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織δ図深層地すベリ型と正常な堆積層との関係

淡逓常な堆積層B深層地すベリ型の異常堆積層Cシルトの

競動帯D固結断層E新しい断層岩相うすい(5～15cm)

夢)砂層または火山灰層をはさむシルト岩層�
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溜曲構造と変らない程度のものもある.

�

つぎにこの変形帯をくわしく観察すると“固結断層"

が非常に多く発達しており(第24図)変形構造と固結

断層の“引きづり"などからこれらの固結断層は変形

構造の形庫に伴ったものであるこよがわかる1祖おこ

の変形帯と下位の“正常"住地層との境もほとんど上

記の固結断層で接していることが明らかになった.ま

た変形帯の構造や固結断層は普通の断層に切られて

ずれていることから(第25図)その変形をうけた時期は

普通の断層ができた時期より前であったことがわかる

しカ与しこれらのことカミわかっただけで変形帯の上限が

どのようになっているか不明のため地層の形成過程と

いう長い時期のなかで何時どんな条件でできたか

についてはあれこれと仮定をおいて推定するに止まっ

ていたカ童最近ようやく第25図のような露頭カミみつかり

変形帯の上限と上位の“正常"在地層との関係が明らか

になった.第25図では“正常"な地層との境に30～40

Cmの厚さの“シルトの流動帯"*2があり変形帯内の

固結断層やラミナがこの流動帯に切られており上位

層との境は固結断層ではないことカ書わかったしたカ主っ

てこの変形帯の形成された時期は変形帯内の地層の

埋積碑で“シルトの流動帯"の堆積以前ということにな

るわけであるが推論を加えてこの“流動帯"は断

層を伴う変形作用により生じた堆積面の凹凸を平たん化

したものである.と考えれぱできた時期はほぼ

“シルトの流動帯"の堆積時ということになろう.

なお変形帯が一定層準でよく連続しまた側方へ

“正常な"地層になりさらに離れた地区で再び同じ

層準が変形帯になることからその同時性がみとめられ

る.これらのことからこの変形帯は堆積(定着)

した単層のあつまりカミ海底からある程度の深さ(厚

さ)のところを境にして海底地すべりをおこしある

方向に滑った結果生じたものと考えられる.このよう

なものを“深層地すべり型"と呼ぶごとにする.以上

に述べた特徴をまとめまた表層地すべり型のものと比

較すると12頁の左下掲の表のように在る.恋お“深

層"と“表層"の区別は相対的なものでありしたカミっ

てその中間的なものもでてくる可能性がある.

(註)*1普通の断層のように断層粘土や断層角礫がなく断層面が

融着して黒褐色のすじ状に泣っていることが多い落差は

数｡mのものから20mに達するものがある

*2不規則な曲線状に変形したラミナをもつシルト券からなリ

下位層を切って分茄する

(付)層間摺凸型の構造

第26図は東北地方の脊梁山脈の新第三紀層にみられる互層

の構造である.図で黒っぽくみえるのは凝灰質の砂岩白っ

第26図岩手繰横黒線沿線の新第三系(中新世)凝灰質砂泥互層にみら

れる層間曲構造(写真の上下は約2m)

ぽくみえるのは同じく凝灰質のシルト岩である.この図では

みえないがこの互層の下には約2mの砂質凝灰岩がほぼ水平

に横たわっており上には凝灰岩凝灰質砂岩凝灰質シル

ト岩の厚い互層があり図の纈曲した地層の直上から数㎜の間

.ではこれと調和的(だいたい平行)に大蓬く波打っており

だんだん上に行くについてほぽ水平になってゆく.図でもわ

かるようにシルト岩の方は太くなったり細くなったり途中

でちぎれたりしているが砂岩のほうはスムｰズにその間を

埋めるように曲っている.

ちょっとみるとこの構造も前に述べた地すべり型のように

思われるがそのでき方は全く違っている.この構造は地

層が上にあるていどたまったあとで上の地層の重さと堆積

層のわずかのかたむきなどで特定の地層のところの構成物

だけが安定をもとめて移動したものであろう.このような構

造はげんみつには堆積構造(地層が堆積中かまたはその直後

の構造)とは云えないが一方喧まい意味の地質構造ともちが

うので比較のためここに挙げておくことにする.

流れを示すこのような構造はさきの地すべり型の堆積構造

も同様であるが波打った面の走向をクリノメｰタｰで測るこ

とによって流れの方向を推定することができる.また第

26図のように波の山がどちらかに傾むいている場合にはど

ちらから応力が働いたかを出すこともできる.もちろん測

るときにはたくさんのもあを測って統計的に分析しなけれ

`まならなし･.

異常堆積層は何を物語るか

第27A図は房総半島の鮮新世～更新世初期にあたる

上総層群の層序断面図である一岩相を省略し鍵層に

よって層厚変化の形態と深層地すべり型の異常層の位置

とを示したものである.この図から岩相の種類には関

係なく地層の一番厚く発達する地点(ABCD)

を中心に地層の発達のし方カミ上から下へ4つの単位に

わけられそしてこれらの各単位の境に“深層地すべり

型"の異常層があることがわかる.さらにその中心部カミ

みかけ上*1A→B→C→Dの西側に移動しているのが�
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わかるであろう.つぎに各単位の境をはさんでその

上位や下位の“正常"な地層の層厚変化についてすこ

しくわしく調べてみると上位のものは上位の単位に

下位のものは下位の単位に属し中間的なものがないこ

とおよび異常層内の層厚変化の状態は下位の単位に

属していることがわかる.これらのことからその生

成過程を考えてみると初め堆積盆内のある地区を中心

に沈降し堆積していたものカ三つぎに別の地区を中心

として沈降する堆積盆に急激に移動しそのため海底の

堆積面の傾斜に変化を生じ前述の“深層海底地すべり"

をおこしたものであろう.云いかえれば深層地すべ

り型の異常層は堆積盆内における沈降の中心が変位す

る(づ机る)という運動の型式を具体帥二表現したもの

でありそれを起こした沈降運動はひきつづき次⑳

時期の地層の発達を規制しているとみることが驚きる

*1走向方向の断面ですから立体的にはちがってくる

第27A図で“表層地すべり型"の異常層については“流状層"

が最も集中的に発達する海ガ瀬層上都のものだけを記入した

(第27A図Dの下限のもの)これについては上述の“深層

地すべり型"と同様な役割をはたしているが一般に“流状

層"は深層地すべり型のものより普遍的に発達し(砂勝互層と

泥勝互層の境付近など)“深層型"のようなはっきりした傾

向は認められていない.

第27遍図は三浦半島の南北方向の断面(地層の傾斜

方向ソで新第三紀中新世の地層の層厚変化図であるカ茎こ

こでもa→b→cのように沈降部位が段階的にづ

れていることおよび深層地すべり型の異状層の位置か

ら上述の傾向がみとめられることカミわかった.

地質学では地層の重なり方の法則として沈降部位

が一定方向(構造運動にかかわらず)に移動する現象を

将棋の駒にたとえて“将棋倒し構造"と呼び三つの法

則になっているが私たちの異常層研究の成果は将棋

倒し構造の駒と胸との間は具体的にどの様にしてづれ

たかまた駒の大きさや形態といった点についてその

法則の内容を豊かにしたものと思っている.

以上主として南関東の新第三系のものについてのべ

たが他の地域でも同じ型をした異状層があちこち

でみられる.それが前述のような規則性を示すものか

どうか?また異常層はみられなく沈降程度の少ない

堆積盆では沈降部位の変化の様式はどんな表現をとる

ものかということは私たちの今後の問題であるその

ためには混濁流(turbiditycurrent)といった1つの

仮定によってすべてを解消する態度をやめ1つ1つの

具体的な形式を明らカΣにし.また絶えず“正常層"との

関係を考えてやって行くことが必要だと思う.

(筆者は燃料部･地質部)�


